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1. はじめに

観光というコンテンツが、SNSの普及や観光庁の発足によ

り、多くの目を向けられている．また観光政策において観光

地のブランド化 [1]のため、観光地域ブランド確率支援 [2]が

あったが、平成 29年度で終了している．

近年、GPSを取得して地図上に表示し、地図としてだけで

はなく娯楽としても活用できる位置情報システムが増えてい

る [3]．現在では市町村が作成するホームページ上に、観光地

へ訪れるための地図などが添付されている．これに容易に観

光地へと訪れることが可能である．

それらの現状から、位置情報を扱い観光地の魅力を伝える

ためのシステムの構築を考えた．またこれを活用して地域の

活性化を図る．

本研究では山形県鶴岡市の松ヶ岡開墾場の現状と課題を元

にしたシステムの構築を考える．鶴岡市には文化遺産が多数

あり、その中でも松ヶ岡開墾場には庄内映画村資料館などが

ある．多くの魅力を持つが、その魅力を伝える手段が現状で

は少ない．

2. 課題

システムを導入する松ヶ丘開墾場の課題を以下に示す．本

研究では現存する課題を解決するためのシステムを提案して

いく．また、課題については確証のない部分もあるため、検

証を行いつつ明確にしていく必要性がある．

課題 1:施設の楽しみが少ない

観光地に訪れても、それによって得られる何かが無いため

に、行こうという行動に至るまでの動機が薄い．エンターテ

イメント性が求められる．

3. 方針

現時点では観光地へ訪れるための動機が薄いため、動機と

なり得る施設を魅力的に伝える、また訪れることによって得

られるシステムを構築し課題の解決を図る．

3.1 システムの提案

• 施設の表示

施設の詳細を観光客側から簡易に把握できることで、

施設自体に興味を持ってもらう．

マップ上のアイコンをクリックすることにより詳細な

情報を得られる．

• ゲーム

観光地の特徴を活かしたゲームを作成することにより

観光客側の楽しみを増やす．動機づけを図る．

• スタンプラリーシステム

一定時間観光地に滞在することで、観光地に訪れた際

にスタンプを一つ取得する．一定数のスタンプを集め

ることで、何らかの報酬が使用者側に渡るようにす

る．

• 使う年齢層に合わせたマップのレイヤ切り替え

子供が使う際には RPG 風のマップを表示し、ゲーム

をしている感覚で地図を見てもらう．大人が使う際に

はシンプルで簡潔な情報が表示されるマップを表示す

る．これにより幅広い年齢層の興味を惹く．

図 1 システム構造

作成中のページが以下の図 2である．



図 2 システム構造

4. 今後の展望

松ヶ丘開墾場の求める観光客の像、また来る観光客のニー

ズを想定し、マップ機能、現地でしか行えないゲームが含ま

れたシステムを構築する．また現状に対してのリサーチ等を

行い、さらなる課題を発見し、それらを解決していく追加シ

ステムの可能性も考える．作成中のマップには、写真などの

情報も追加してひと目でわかりやすいものにする．
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